
様式第２号（第１０条関係） 

会議記録 

附属機関の名称 熊谷市事務事業評価外部評価委員会 

開催日時 
平成 24年 12月 25日（火） 

午前 10時から正午まで 

開催場所 熊谷市役所 ６０３会議室（東） 

出席者 
委員   ８名 

事務局  ５名 

傍聴人   ０名 

問い合わせ先 

（所管課） 

総合政策部行政改革推進室（市役所本庁舎３階） 

℡ ０４８－５２４－１１１１（内線２１６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 概要 

平成２４年度に外部評価を実施した２４事務事業の総合評価の

結果について報告した。 

また、平成２３年度に外部評価を実施した２４事務事業につい

て、現在での予算削減効果を含め取組の実績を報告した。 

 

２ 審議結果 

・総合評価の結果及び取組実績について別紙資料 1 及び資料 2 の

とおり了承された（附帯意見有り）。 

・平成２３年度からの２ヵ年を予定した委員会は今回が最期の開催

となり、今後は必要に応じてメールを利用して委員あてに進捗を

報告する。 

 

３ 主な委員意見 

・外部評価と総合評価が異なる事業については、公平性に基づいた

合理的な説明を必要とする。 

・「他市の状況を踏まえて対応する」との表現は、担当課の意向と

して主体性がない。 

・事業ごとに外部評価に対する詳細な取組の進捗を把握する個票を

作成し、実施状況を管理することが必要である。その上で、一覧

表として取りまとめ公表していくことが適当である。 

・関連事業を把握するためには、資料構成の工夫が必要であると感



 

 

 

 

内容 

じた。 

・外部評価で示された検討の方向性に対して実施できない場合は、

実施できない理由を明確にすることが求められる。 

・事業効果の把握は、わかりやすく的確な指標設定が必要である。 

・熊谷駅観光案内は、雇用促進の面から観光事業として明確に取り

組む姿勢が示されたが、接客研修等も実施しながら、熊谷市の観

光の顔として観光情報の発信を積極的に行う役割を担って欲し

い。 

 

○資料１の修正 

・「担当課評価」及び「総合評価」欄中の「―」の表示について、

当該事業は、事業内容の見直し及び別事業との統合により、平成

２４年度において新規事業としての扱いとなったため、事業実績

が乏しく「改善」「継続」等の評価を実施できない旨の理由を欄

外に記載した。 

 

 


